
知的財産活動

基本方針と戦略

　当社グループは、事業形態・新製品開発展開に応じた効率的

な知財戦略および事業・研究開発と連携した知財活動を通じ

て、知的財産の保護・強化を推進しています。事業成長と研究

開発推進に資する知財戦略を立案し、実行することで、持続可

能な社会を支える高機能材料会社の実現に貢献します。研究

開発活動から得られた知的財産を国内外において着実に権利

化するとともに、ノウハウの秘匿を通じて防御戦略を確実に実

行するなど、事業の自由度の確保に努めています。また、他者の

知的財産を尊重し、権利侵害が生じることのないよう調査の徹

底を図っています。

特許ポートフォリオの構築

　事業戦略に即した実効性の高い特許戦略を推進するため、

事業部門ごとに最適な特許ポートフォリオの構築と活用に取

り組んでいます。また、グローバル展開を踏まえ保有特許の見

直しを随時行っており、現在は外国特許が半数以上を占めま

す。今後も、実効性の高い特許ポートフォリオの構築に努めて

いきます。

● 電線
● 特殊鋼
● 磁性材料
● パワーエレクトロニクス
● 自動車部品
● 配管機器（2024年8月事業譲渡）
● グローバル技術革新センター
● ロール
● 自動車鋳物
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知的財産活動の取り組み

　継続的な特許出願の強化、特許網の構築、および第三者の知

的財産権の侵害を防止するクリアランス活動を通じて、事業遂

行ならびにその成長を知財活動の面から支え、注力分野にお

いて多くの知的資本を蓄積しています。

　当社グループは、AIやマテリアルズ・インフォマティクス（MI）

分野においても、積極的に研究開発を進めており、近年では特

許出願／権利化によって着実に知的財産を積み上げ、将来事業

の糧にするとともに、材料開発の高効率化をめざしています。材

料科学と情報科学を掛け合わせることでこれまで蓄積した知

的資本を活かしていき、お客さまのニーズに応える材料の開発

を加速、進化させることでさらなる事業強化を図ります。

　また、材料性能や組成・プロセスなどの解析に先進的な手

法を取り入れることで、従来の知見にとらわれない新たな特

性や特徴を持つ材料・条件を探索するとともに、知的財産の保

護・活用を戦略的に検討して、知財マネジメントに取り組んで

いきます。
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事業部別特許保有割合（2024年3月末現在） 国内・外国特許保有状況
（件）

MI分野の特許状況
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価値創造の核となる強み

プロテリアルレポート2024 プロテリアルレポート2024 3736




